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第九次福井市総合計画審議会 専門部会 第４部会（第３回） 

 

■開催日時：令和７年11月25日（火）14:00～16：00 

 

■開催場所：福井市役所８階 第８会議室（Ａ）（Ｂ） 

 

■出席者：別紙のとおり 

 

■会議内容 

１．開会 

○司  会 

 定刻前でございますが、ただいまから福井市総合計画審議会専門部会第４部会の３回目会議を開

催させていただきます。 

 初めに、福井市市民憲章の唱和を行いますので、恐れ入りますがご起立願います。 

 市民憲章は、お手元の会議次第の裏面に掲載してございますので、ご覧ください。私が前文を朗読

しますので、引き続き１番からご唱和をお願いいたします。 

（福井市市民憲章唱和） 

○司  会 

 ありがとうございました。どうぞご着席ください。 

 委員の皆様におかれましては、公私ともにご多忙のところご出席いただき誠にありがとうございま

す。 

 なお、本日、田中委員はご欠席の連絡をいただいております。 

 議事に入ります前に本日の資料の確認をさせていただきます。 

 まず、お手元に配付しておりますのが本日の会議次第、それから委員及び出席者の名簿、そして座

席表並びにメモ用紙でございます。 

 また、パソコンのほうに、資料11－４、総合計画原案に対する意見と対応案、それから資料の12、第

九次福井市総合計画原案。この資料12は、他部会の政策も含めまして通して記載してあるものでご

ざいます。 

 なお、資料11－４、総合計画原案に対する意見と対応案の中身につきましては、具体的な取組とし

て対応するものと原案に反映するものと、それから２番、具体的な取組として検討するものと項目が

分かれてございます。また、３番、その他反映が困難であったものとございますが、このうち対応案の

中で今後実施計画において検討していくという記載の対応がございますが、この実施計画というも

のは今審議いただいている総合計画を基に来年度、個別具体の取組を策定していく実際のアクショ

ンプランみたいなものになりますが、その実施計画を策定する中で個別具体的な対応を検討してい

きたいというものでございます。それぞれの内容につきましては後ほどご説明させていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

 それでは、議事のほうに移りたいと思いますので、部会長、よろしくお願いいたします。 

○部会長 

 お忙しいところご出席いただきましてありがとうございます。 

 それでは、第４部会をこれから進めていきたいと思います。 

 本日は、前回の部会において、委員の皆様からいろいろいただいた意見を反映した案について審
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議していただきます。 

 今回がこの部会の３回目ということで、本日、部会案を確定した上で、全体会に提示してまいりたい

と思います。 

 それでは、事務局から説明をお願いします。 

 なお、資料については、既に皆さんお目通しいただいていると思いますので、事務局の説明は簡潔

にお願いしたいと思います。 

 

２．第２回専門部会での各委員からの意見を踏まえた修正内容の確認について 

○事務局 

 お手元の資料11－４をご覧ください。 

 まずは、資料の構成についてご説明いたします。 

 政策ごとに総合計画原案に対する意見と対応案と、次ページに修正箇所を赤字で示した素案の順

番となっております。 

 なお、意見と対応案に示されているナンバーを、原案では赤い四角で囲んだ番号で修正箇所として

反映してありますので、適宜確認をお願いいたします。 

 それでは、政策14、こども・子育てに関する政策の修正案についてご説明いたします。 

 資料11－４、１ページから３ページになります。 

 対応案について、上から順にご説明いたします。 

 ①原案に反映するものです。 

 まず、四角の１、政策（取組の方向性）について、社会全体でこどもの成長を応援することによりを、

社会全体でこどもの成長を応援し、と変更してはどうかとのご意見がございました。 

 ご意見を踏まえまして、社会全体でこどもの成長を応援しに修正いたします。 

 次に、四角の２でございます。 

 結婚や妊娠、出産することを前提に記載されているが、そのような選択は自由であり、これからの時

代にそぐわない。また、結婚や出産をかなえたい人がかなうようにすることに加え、多様な将来につい

てもサポートできるような表現にできないかや、若いうちから結婚や出産に触れ、将来の選択肢を増

やす取組が大事ではないかとのご意見がございました。 

 ご意見を踏まえまして、施策③２つ目を２つに分け、３つの施策にいたしました。 

 施策③１つ目に、若い世代が自分たちの生活や健康に向き合い、ライフプランについて考えてもらう

取組を推進しますを追加いたしました。 

 また、施策③３つ目を、将来、妊娠、出産を希望する方に対し、適切な健康管理を促す取組を推進し

ますに修正いたしました。 

 次に、四角の３です。 

 保健・医療・福祉などの関係機関と連携について強化をしてほしいとのご意見がございました。 

 ご意見を踏まえまして、施策④１つ目を、保健・医療・福祉などの関係機関と連携した切れ目のない

支援を強化していきますに修正いたしました。 

 次に、四角の４です。 

 外国につながるこどもらの自立がなじめないという意味で捉えられているのであれば、表現を変え

たほうがよいのではないかとのご意見がございました。 

 ご意見を踏まえまして、施策④５つ目、外国につながるこどもやその家族が自立して暮らすことがで

きる環境を整備しますを、外国につながるこどもやその家族が暮らしやすい環境を整備しますに修正

いたしました。 
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 次に、四角の５です。 

 新たな遊び場の検討をこども目線で進めるのであれば、施策②に記載すべきではないかとのご意

見がございました。 

 こども未来計画の体系との整合性を図るため、施策⑤への記載といたしますが、ご意見を踏まえま

して、こどもの意見を踏まえながら検討しますに修正いたします。 

 続きまして、②具体的な取組として検討するものについてです。 

 こどもの居場所づくりをしようとする団体などに対して、資金面の支援を強化してほしいとのご意見

に対しましては、来年策定する総合計画の実施計画において検討していくことといたします。 

 次に、学びたい人が経済的な理由で学べないことがないように、奨学金の拡充といった取組を行わ

ないのかとのご意見に対しましては、奨学金の拡充そのものを指しているわけではございませんが、

施策⑤２つ目、安心して出産や子育てができるよう、手当の支給や医療費の助成などを通して、子育

て家庭の経済的負担を軽減しますに含まれています。また、個別の子育て家庭の経済的負担軽減の

取組については、実施計画において検討していくことといたします。 

 政策14の説明は以上となります。 

○部会長 

 皆さんご意見がありましたら挙手をお願いしたいと思います。 

 いかがでしょうか。 

○委員 

 政策14の「若者が自らの意思で将来を選択できるように支援する」というところの文言です。「ライ

フプランについて考えてもらう取組を推進します」と書かれているんですが、この「もらう」という言葉

は要らないと思います。「ライフプランについて考える取組を推進します」という文言に直したほうがい

いのではないかと思いました。 

○部会長 

 これを外しますかね。 

 皆さん、いかがですか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

○こども未来部次長 

 取らせていただきます。よろしくお願いします。 

○部会長 

 あとは何かありますか。 

○委員 

 修正をご検討いただければと思うんですが、委員が先ほどおっしゃった部分に関連するんですが、

若い世代が向き合うのは生活と健康の２つだけではないと思いますので、思い切ってシンプルに、

「自分たちの生活や健康に向き合い」っていう部分をカットしてもいいのではないか、つまり、「若い世

代がライフプランについて考える取組を推進します」でもいいのではないかなという意見です。 

 ２点目が、次のページの⑤番、四角５の修正箇所ですが、「こどもの意見を踏まえながら」という文

言が加筆修正されているんですが、今後こどもに意見聴取をするのであればこのままでもいいと思う

んですが、そこが現実的に難しいようであれば、こども目線であったり、こどものニーズというキーワー

ドを強調した文言にしたほうが誤解を招かないのかなと思いました。 

○こども未来部次長 

 今ご意見いただきましたライフプランに関するところは、おっしゃるとおり生活や健康も含めた全体の

ライフプランですので取らせていただき、「若い世代がライフプランについて考える取組を推進しま
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す」にさせていただけたらと考えております。 

 それと、こどもの意見を踏まえながらの遊び場の在り方についてですが、現在、こども未来条例の計

画を周知させていただく中で、小学校や中学校でワークショップを開催させていただいており、そうい

うものも含めて意見をいただいている状況ですので、このこどもの意見を踏まえながら、という文言で

させていただけたらと思います。 

○部会長 

 いかがですか。 

○委員 

 大丈夫です。 

○部会長 

 あと何かありますか。 

 いいですか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 なければ、終わらせていただきます。 

 それでは、次に15にいきたいと思います。 

○事務局 

 政策15、学校教育に関する政策についてご説明いたします。 

 資料11－４、４ページから７ページになります。 

 ４ページ、政策15、意見と対応案について、上から順にご説明いたします。 

 ①原案に反映するものです。 

 まず、四角の１です。 

 施策⑤４つ目を、教員のこれまでの働き方を見直し、デジタル技術などを活用し、効果的な教育活

動を推進しますのほうが意味がすっきりするのではないか。また、先生の教育以外の仕事を外部との

連携などで軽くすることはできないかや、働き方改革は既にやり尽くしている感があり、分担すること

を具体的にする必要があるとのご意見がございました。 

 ご意見を踏まえまして、施策⑤４つ目を、効果的な教育活動が実施できるよう、デジタル技術や様々

な人材などを活用した学校における働き方改革を推進しますに修正いたします。 

 なお、個別の取組については、来年策定する総合計画の実施計画において検討していくことといた

します。 

 次に、②具体的な取組として検討するものです。 

 デジタル技術を活用した学習について、具体的な活用方法や目標を記載したほうがよいのではな

いかとのご意見に対しましては、個別の取組や目標は実施計画の中で検討していくことといたしま

す。 

 次に、こどもの減少を受け、デジタル技術を活用して他校と連携した授業などができないかとのご

意見がございました。 

 第２回目の部会で事務局から発言しましたが、インターネットを利用して、既に県外の学校や外国の

学校など他校との交流などを行っている学校もございます。その他個別の取組は、実施計画の中で

検討していくことといたします。 

 次に、不登校のこどもたちなどを地域で支援する方と学校との関係性の強化や、相談しやすい環境

整備をお願いしたいとのご意見がございました。 

 現在の県のスクールカウンセラーと併せて市内全小・中学校にスクールカウンセラーを配置し、悩み

を持つ児童・生徒や保護者との面談を実施しております。その他個別の取組は、実施計画の中で検
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討していくことといたします。 

 次に、№４から６をまとめてご説明いたします。 

 不登校やいじめの問題、多様なこどもたちへの対応を見据え、心の健康についても盛り込んではど

うか。いじめの問題などについて、こどもたち同士で考えさせるような取組をし、生きる力を伸ばして

いってはどうか。こどもたちや保護者、教職員が幸せであるということを願う福井県版ポジティブ教育

という言葉をどこかに盛り込めないかとのご意見に対しましては、実施計画の中で検討していくこと

といたします。 

 次に、№７、児童・生徒の健康増進の項目に給食について特記されていることに違和感があるとの

ご意見がございました。 

 学校給食の実施は設置者の努力義務とされている中、本市では、小・中学校全校で完全給食を実

施しております。今後も安全・安心でおいしい給食を実施していきます。 

 次ページに移りまして、№８から10をまとめてご説明いたします。 

 学校規模適正化について、統合した際のこどもたちの抵抗感を和らげるため、統廃合を見越せる状

況の学校があれば、学校間交流といった取組を検討できないか。学校規模の適正化は、児童・生徒

の学びを最優先することを考えれば、速度を上げて推進していくべきではないか。働き方改革に合わ

せ、学校の先生の心の健康についても盛り込んではどうかとのご意見に対しましては、実施計画の

中で検討していくことといたします。 

 ③その他反映が困難であったものです。 

 現状の下から３行目を、児童・生徒の学びの視点で学校規模適正化を図るとともに、学校と地域活

動との関わりを生かすことが求められていますとしたほうが意味がすっきりするのではないかとのご

意見がございました。 

 現状の１段落目、こどもたちがそれぞれの夢の実現に向け、個性と能力を発揮して力強く生きていく

ための教育が求められているに対する施策の中で、家庭、地域、学校が連携し、児童・生徒が未来を

切り開くための必要な生きる力や豊かな感性を育成しますとしています。 

 学校と地域活動との関わりを生かすことは１段落目の現状に含まれているものと考えられるため、

原案のままといたします。 

 次に、施策①５つ目を、休日部活動廃止後の状況を踏まえて地域などと連携し、平日の部活動の在

り方についても検討を進めますとしたほうが意味がすっきりするのではないかとのご意見がございま

した。 

 まずは、休日部活動廃止後の状況を確認、検証した上で、学校や地域などと連携し、平日部活動の

在り方について検討するものと考えるため、原案のままといたします。 

 次に、文言の多くが現行の学習指導要領にのっとっているが、次期学習指導要領との整合性につ

いてどう考えるかとのご意見に対しましては、次期学習指導要領が現状では出されていないため、現

段階では整合性を図ることは困難と考えております。 

 以上、政策15の説明を終わります。 

○部会長 

 何かご意見ありますでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 なければ、それでは15は再修正する必要はないということでご了解いただきたいと思います。 

 続いて、16にいきたいと思います。 

 生涯学習・生涯スポーツに関する政策お願いします。 

○事務局 
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 政策16、生涯学習・生涯スポーツに関する政策についてご説明いたします。 

 資料11－４、８ページと９ページになります。 

 ８ページ、政策16、意見と対応案について、上から順にご説明いたします。 

 ①原案に反映するものです。 

 まず、四角の１です。 

 現状の上から８行目、地域のコーディネーターとしての公民館運営が求められていますを、地域のコ

ーディネーターとしての役割が公民館運営に求められていますに変更してほしいとのご意見がござ

いましたので、そのとおり修正いたします。 

 次に、四角の２です。 

 健康や運動に関する正しい知識を身につけるための情報発信といった取組を検討してほしい。ま

た、こどもによってはスポーツという言葉に抵抗があるこどももいるため、運動という表現にしてはどう

かとのご意見がございました。 

 ご意見を踏まえまして、施策③１つ目を、市民が生涯にわたり、運動やスポーツを通して心身ともに

健康で活力ある生活が送れるよう、適切な情報発信などを通し、スポーツ環境の充実に取り組みま

すに修正いたします。 

 次に、四角の３です。 

 練習の成果を発揮する場、大会やイベントの拡大、提供について検討してほしい。また、研修の充実

などによる指導者の質の保証などといった施策を入れてほしいや、生涯スポーツを気軽に触れること

ができる機会を設けることが重要ではないかとのご意見がございました。 

 ご意見を踏まえまして、施策③に関係団体と連携し、こどもから高齢者までの誰もが運動やスポー

ツに親しめる機会の創出や、指導者の育成などによる質の向上を図り、運動やスポーツ人口の拡充

に取り組みますを追加いたします。 

 続きまして、②具体的な取組として検討するものについてです。 

 市民が参加できるスポーツクラブなどに関する情報発信を強化してほしいとのご意見に対しまして

は、実施計画の中で検討していくことといたします。 

 また、実施率が低い20代から40代に主眼を置いた取組をしてほしいとのご意見に対しましても、実

施計画の中で検討していくことといたします。 

 次に、③反映が困難であったものです。 

 政策16、生涯学習・生涯スポーツに図書館と公民館が特記されているのはなぜか。文化芸術につ

いても同じ政策内に記載をすべきではないか。図書館は政策13、しごと・地域資源のほうに記載した

ほうがよいのではないかとのご意見がございました。 

 公民館及び図書館は社会教育法にて規定されている社会教育施設、生涯学習施設であり、関連

する施策は、政策16、生涯学習・生涯スポーツに記載しております。社会教育法第２条には社会教育

の定義が記載されており、学校の教育課程として行われる教育活動を除き、主として青少年及び成

人に対して行われる組織的な教育活動をいうと記載されております。 

 一方、茶道などの文化や朝倉氏遺跡などの歴史、足羽山などの自然は福井の地域資源であり、本

市の大きな魅力です。本市として、今後、狭義の文化芸術だけでなく、歴史、自然、市民のなりわいや

サブカルチャーなど、福井丸ごとの詰め合わせを福井の文化と位置づけ、魅力を最大限生かした施

策を展開する必要がございます。 

 そのため、地域資源を活用した福井の魅力のさらなる強化のため、文化、歴史、自然などについて

は、政策13、地域資源へ移行し、審議しております。このため、原案のとおりとさせていただきます。 

 政策16についての説明は以上となります。 



【議事要旨】 

- 7 - 

○部会長 

 政策16、生涯学習・生涯スポーツに関する政策についてということで、ご意見等ございましたら挙

手をしていただきたいと思います。 

 いかがでしょうか。 

○委員 

 今回加筆された部分の文言修正についてご検討いただきたいのですが、まず四角２番の「適切な

情報発信などを通し」という部分ですが、「通し」ではなく、「適切な情報発信などを行い」のほうが

いいかなと思いましたので、ご検討いただきたい。 

 ２点目が、その後に続く部分ですが、「スポーツ環境の充実」の前に「整備」という言葉も入れてい

ただけないかと。つまり、「スポーツ環境の整備・充実」というような形にしていただけないか、ご検討

いただければと思います。 

○部会長 

 今、２点出ておりますが、いかがでしょうか。 

○商工労働部次長 

 まず、１点目でございますが、「適切な情報発信を通し」を「適切な情報発信などを行い」に修正さ

せていただきたいと思います。 

 あと、もう一点でございます。 

 今ほどの「スポーツ環境の整備・充実」についても、ご指摘のように修正をさせていただきたいと思

います。 

○部会長 

 分かりました。委員、よろしいですか。 

○委員 

 はい。 

○部会長 

 あと何かありましたら挙手をお願いしたいんですが、いかがでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 それでは、14のところ今修正箇所以外に特にありましたら出していただきたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

○委員 

 若干戻って悪いんですが、学校教育に関する政策の６ページ、現状というところで、今の学校教育

の現状が出ているんですが、３段目の段落です。「不登校や小・中学校でのいじめなどの問題、多様

なこどもたちへの対応など」の後、「こどもたちや保護者が抱える様々な課題」というところを、「こど

もや保護者が抱える様々な課題」にという形で修正を加えたほうがいいかなと感じました。 

 それから、その後、「保護者が抱える様々な課題に対応するため、支援しています」というところも分

かりにくいので、右側の施策の中に入ってしまっているんですが、「様々な課題に対応するための支

援体制を整えています」という形にしたほうが文言がすっきりすると思います。 

○教育委員会事務局教育次長 

 検討させてください。 

○部会長 

 ここで14、15と16と皆さんに出していただいたんですが、そのほかありませんか。 

○委員 

 政策14のところ、若者の進路選択や自立に向けた支援のところの一番最後の施策です。「将来、妊
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娠、出産を希望する方に対し、適切な健康管理を促す取組」のこの「適切な健康管理を促す取組」と

は、例えば具体的にどういうことを指していますか。 

○こども未来部次長 

 晩婚化に伴い、妊娠や出産を希望される方の年齢も遅れているというところで、少しでも妊娠や出

産を希望される方については、もう少し早い段階から自分の人生設計を考えていただくことも含め

て、当然希望されない方は希望されないという選択肢もあります。そこの部分を１つ目のライフプラン

についてというところで総体的に含めさせていただいております。そういった子育てに関するようなこと

も含めての健康管理っていうことをここの部分では表しにくいので、実際の施策としましては、先ほど

も事務局から説明がありました、来年度策定する実施計画の中で細かく出させていただく予定です。 

○委員 

 健康以外のことも含まれているのであれば、ライフプランのことなども入れた方がいいのではないか

と思います。健康だけだと女性だけの感じも受けますし、体が健康であれば妊娠、出産したいと思った

らできるのかというとそうでもないかなと思いますので。 

○委員 

 委員おっしゃっていたように体が健康であればとかということではなく、この先の生活面や、どういう

ライフスタイルになるのかを知ったほうが、妊娠や出産を考えられるという意味合いでおっしゃったの

かなと私は思っていて。 

 というのも、妊娠をした後に各産院さんなどで受けることができるママパパ講座のようなものは、こ

の後どういう生活になるのかということなどを教えてもらったり、沐浴の仕方などを具体的に教えても

らうとは思うんですが、出産した後に自分がどういう生活になっていくのかということを想像できるよ

うな取組のほうが、より妊娠や出産を身近に感じたり、産んで育てていきたいなとプラスに考えること

ができることもあると思うので、この健康管理という言葉がとても気になってしまうのかなと感じまし

た。何かプラスアルファで追加できる言葉があれば入れるといいのではないかと感じました。 

 今は医療の技術が発達しているので、結構高齢出産でも安心・安全に産んだりできると思うんです

が、それ以上に妊娠や出産その後の子育てにプラスで思えるような取組を受けると、より産むことの

選択肢が増えていくのではないかと感じました。この健康管理だけではない、何か適切な言葉がある

といいなと思いました。 

○こども未来部次長 

 健康管理だけに着目されてしまうのではないかということで、検討させていただくんですが、「将来、

妊娠、出産を希望する方に対し、自身の生活や健康に向き合う取組を推進しますと」といった形にさ

せていただけたらと思います。 

○部会長 

 ではそのように修正させていただきます。 

 特にありませんか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 では、今日ここで出された意見については事務局で修正していただいて、また私と相談させて決め

させていただきます。 

 特にこのことだけは話しておきたいということがあれば。 

○委員 

 これは総合計画ですし、大きなものだと思うんですが、学校教育のところを見ると、実際の実施計画

のほうに検討していくという文言がたくさんあると思うんですが、具体的なことが意見として上げられ

たので、学校という場がやはり一番こどもがいる場だと思いますので、より具体的なものとして実施計
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画の中に盛り込んでいただけたらと思っています。 

○事務局 

 今いただきましたご意見は、他部会でもそういったご意見もいただいておりまして、対応案の中で、

個別の取組や目標は実施計画の中で検討していくという部分については、上位計画なので全て書き

切れないということは理解しつつも、もう少し方針や、こういった考え方でなど、もう少し具体的に分か

りやすく書けることがあれば少し記載をお願いしたいという意見がありましたので、今本部会でいた

だいた修正の部分と併せて、部会長にご確認ということでご一任いただいて確認していただくという

方向で進めさせていただければと思いますが、よろしいでしょうか。 

○部会長 

 それでよろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 それでは、これをもちまして当部会での審議は全て終了となります。 

 当部会の審議結果につきましては、来年の１月の第２回目の全体会において、私のほうから第４部

会の審議結果として報告をいたします。その報告内容に関しましては、私に一任させていただけます

でしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 それでは、この進行を事務局へお任せいたします。 

 

３．閉会 

○事務局 

 部会長、ありがとうございました。また、委員の皆様におかれましては、専門部会のご審議、長時間に

わたりご審議いただき誠にありがとうございました。 

 最後に、次回の第２回全体会の開催日時についてご連絡を申し上げます。 

 次回は、来年１月９日金曜日９時半から福井市上下水道局５階の大ホールで開催したいと思いま

す。委員の皆様にはご多忙のところ大変申し訳ございませんが、引き続きのご出席のほどよろしくお

願い申し上げます。 

 以上をもちまして福井市総合計画審議会専門部会第４部会の会議を終了いたします。本日は皆

様、本当にお疲れさまでした。ありがとうございました。 

（以  上） 
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